
協
会
本
部
は
２
月
18
・
19
日
の
両

日
「
第
１
回
全
国
理
事
会
」
を
開
催

し
、
理
事
会
議
事
に
は
理
事
・
常
任

理
事
あ
わ
せ
て
73
人
、
講
演
に
は
１

０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

理
事
長
挨
拶
で

３
つ
の
重
要
な
課
題
を

理
事
会
の
冒
頭
、
松
尾
武
蔵
理
事

長
は
全
国
大
会
に
向
け
て
、
第
１
に

６
月
ま
で
の
通
常
国
会
に
向
け
帰
国

者
２
世
請
願
署
名
を
必
ず
10
万
筆
集

め
る
こ
と
、

第
２
に
大
会
ま
で
に

「
ふ
た
桁
の
支
部
づ
く
り
」
を
含
む

組
織
の
前
進
を
は
か
る
こ
と
、
第
３

に
若
い
世
代
と
の
接
点
を
作
る
戦
略

的
課
題
で
あ
る
中
国
百
科
検
定
に
全

国
す
べ
て
の
組
織
が
挑
戦
す
る
こ
と

の
「
３
つ
の
課
題
」
を
提
起
し
ま
し

た
。学

習
で
協
会
の
役
割
と

組
織
増
勢
の
展
望
を

理
事
会
は
学
習
を
重
視
し
「
い
ま

な
ぜ
日
中
友
好
運
動
か
」
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
「
現
在
の
情
勢
と
日
中

友
好
運
動
」
の
テ
ー
マ
で
井
上
久
士

本
部
会
長
が
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

と
台
湾
～
平
和
的
解
決
の
模
索
に
つ

い
て
」
の
テ
ー
マ
で
孫
崎
享
さ
ん

（
元
外
交
官
・
評
論
家
）
が
講
演
し

ま
し
た
。
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本
部
理
事
会

３
つ
の
課
題
を
提
起

学
習
と
組
織
拡
大
強
化
に
総
力

女
性
部
学
習
会
は
、
３
月
か
ら
隔

月
の
第
三
日
曜
日
、
午
後
１
時
半
か

ら
連
続
し
て
開
催
し
ま
す
。

第
１
回
は
、
３
月
19
日
（
日
）

年
内
の
開
催
予
定
は
、

５
月
21
日

７
月
16
日

９
月
17
日

11
月
19
日

会
場
は
府
連
文
化
教
室

中
国
百
科
検
定
に
全
国
で
も
大
阪

で
も
受
験
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
テ
キ
ス
ト
「
中
国
百
科
」
を
読

本
に
事
前
学
習
を
進
め
、
合
格
率
も

グ
ー
ン
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
高
田
佳
誉
子
さ
ん
（
府
連

百
科
検
定
委
員
）
が
、
ま
と
め
ら
れ

た
資
料
を
も
と
に
み
な
さ
ん
と
ワ
イ

ワ
イ
と
楽
し
く
、
中
国
文
化
を
学
習

し
ま
す
。

男
性
の
み
な
さ
ん
も
大
歓
迎
！

中
国
料
理
グ
ル
メ
も
大
歓
迎
！

お
問
い
合
わ
せ
は
女
性
部
事
務
局

ま
で
連
絡
下
さ
い
。

大
阪
府
連
女
性
部
・
学
習
会
の
お
知
ら
せ

中
国
文
化
を
も
っ
と
知
ろ
う

ラ
ブ
リ
ー
中
国
・
中
国
料
理
と
文
化
、
風
俗
習
慣

４
月
３
日
開
講

第
１
１
８
期
中
国
語
講
座

１
１
７
期
は
３
月
で
終
了
し
ま
す
。

４
月
か
ら
１
１
８
期
が
始
ま
り
ま
す
。

初
心
者
を
対
象
と
し
た
「
無
料
入

門
レ
ッ
ス
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

無
料
入
門
レ
ッ
ス
ン

第
１
回

３
月
３
０
日
（
木
）

１
０
時
か
ら
、

第
２
回

３
月
３
１
日
（
金
）

６
時
半
か
ら

レ
ッ
ス
ン
の
内
容
は
同
じ
で
す
。

経
験
者
は
途
中
か
ら
の
受
講
も
可

能
で
す
。

会
員
に
は
受
講
料
の
割
引
が
あ
り

ま
す
。

帰
国
者
２
世
支
援
署
名

３
月
５
日
現
在
、
合
計
１
１
６
５

筆
と
な
り
ま
し
た
。
３
名
の
会
員
の

方
か
ら
、
20
筆
を
お
送
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
手
元
に
署
名
用
紙
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
一
筆
で
も
二
筆
で
も

結
構
で
す
、
お
手
数
で
す
が
返
信
切

手
を
ご
負
担
の
上
、
お
送
り
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
府
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
中
の
通
常
国
会
を
当
面
の
焦

点
と
し
て
支
援
の
活
動
が
全
国
に
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
５
日
、
第

４
回
帰
国
者
２
世
支
援
交
流
会
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
だ
よ
り

４
月
か
ら
中
国
語
講
座
始
ま
る

２
月
25
日
「
河
内
の
歴
史
を
学
ぶ

会
」
の
例
会
に
６
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
百
人
一
首
と
藤
原

定
家
」
で
、
発
表
は
日
中
友
好
協
会

の
浜
正
幸
さ
ん
で
す
。

「
百
人
一
首
」
は
平

安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
、

王
朝
貴
族
が
斜
陽
化
し
、

台
頭
す
る
武
士
階
級
が

政
治
・
経
済
の
実
権
を

握
っ
て
ゆ
く
歴
史
の
大

転
換
期
に
、
歌
人
・
藤
原
定
家
が
編

集
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は

百
人
の
詠
ん
だ
和
歌
を
選
ん
だ
定
家

に
は
壮
大
な
構
想
が
あ
っ
た
と
言
う

話
で
す
。

縦
横
10
首
を
隣
り
合
う
歌
が
共
通

語
＝
言
葉
合
わ
せ
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
と
、
後
鳥
羽
院
の
離
宮
の
あ
っ
た

水
瀬
の
里
の
山
紫
水
明
の
景
色
が
浮

か
び
上
が
る
驚
異
の
歌
織
物
（
林
直

道
「
百
人
一
首
の
秘
密
」
）

が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
藤
原
定
家
の
日

記
「
明
月
記
」
に
は
、
歴

史
的
な
出
来
事
だ
け
で
な

く
、
過
去
の
観
測
記
録

（
新
星
爆
発
）
、
天
体
現

象
（
彗
星
、
オ
ー
ロ
ラ
）
な
ど
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
み
ん
な
で
興
味
深

く
聞
き
ま
し
た
。

お
話
の
後
に
は
、
百
人
一
首
で
か

る
た
遊
び
も
し
ま
し
た
。

中
河
内
支
部

西
岡
健

3
月
21
日
か
ら
26
日
ま
で
長
野

県
阿
智
村
の
満
蒙
開
拓
平
和
記
念

館
で
王
希
奇
「
一
九
四
六
」
展
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
２
月
11
日
、
事

前
学
習
の
語
り
部
講
演
「
あ
な
た

に
と
っ
て
の
葫
蘆
島
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
視
聴
し
ま
し
た
。

語
り
部
の
﨑
山
ひ
ろ
み
さ
ん(

日

中
友
好
協
会
高
知
支
部
、

１
９
３
０
年
撫
順
生
ま

れ)

は
92
歳
と
い
う
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
張

り
の
あ
る
声
で
壮
絶
な

体
験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

満
洲
国
建
国
か
ら
崩

壊
、
そ
し
て
葫
蘆
島
か

ら
の
引
き
揚
げ
ま
で
の

彼
女
の
人
生
は
満
洲
国

の
歴
史
と
も
い
え
ま
す
。

﨑
山
さ
ん
の
お
父
さ

ん
は
満
鉄
の
撫
順
探
鉱

の
労
務
課
に
勤
務
。
中
国
語
を
学

び
、
中
国
人
探
鉱
労
働
者
の
世
話

役
を
し
中
国
人
と
の
交
流
も
あ
る

な
か
で
幼
少
期
を
す
ご
し
た
そ
う

で
す
。
新
京
の
敷
島
高
等
女
学
校

で
学
徒
動
員
で
ソ
連
向
け
の
風
船

爆
弾
を
製
造
し
た
話
し
に
は
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。

ソ
連
侵
攻
後
ソ
連
兵
に
襲
わ
れ

な
い
よ
う
に
丸
刈
り
に
し
床
下
に

隠
れ
る
生
活
。
写
真
も
手
紙
も
何

も
か
も
捨
て
て
葫
蘆
島
か
ら
の
引

き
揚
げ
の
時
は
、
こ
れ
か
ら
行
く

日
本
と
い
う
地
へ
の
不
安
が
大
き

か
っ
た
そ
う
で
す
。

戦
後
、
日
本
国
憲
法

公
布
を
聞
い
た
時
は
感

動
で
胸
が
震
え
「
二
度

と
戦
争
は
し
な
い
」
と

い
う
憲
法
9
条
は
日
本

人
の
誇
り
で
あ
り
守
り

抜
か
ね
ば
と
語
り
ま
す
。

「
満
洲
」
は
故
郷
で
も

あ
る
が
日
本
の
中
国
へ

の
加
害
行
為
は
棘
の
よ

う
に
さ
さ
っ
て
い
る
と

い
う
。
そ
の
思
い
は
戦

後
引
き
揚
げ
者
に
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
、
「
満
洲
」
を
語
り
継
ぐ

決
意
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

力
強
く
語
っ
た
﨑
山
さ
ん
か
ら

大
き
な
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(

府
連
女
性
部
・
堺
支
部

浅
田
美
奈
子)

満
州
を
語
り
継
ぎ
憲
法
9
条
を
守
り
抜
く

語
り
部
講
演

力
強
く
語
る
﨑
山
さ
ん

中
河
内
支
部

百
人
一
首
と
藤
原
定
家
を
学
ぶ

３
月
２
日
、
「
中
国
残
留
邦
人
等

へ
の
理
解
を
深
め
る
集
い
」
が
中
国

帰
国
者
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
辻
本

帰
国
者
セ
ン
タ
ー
理
事
長
が
開
会
あ

い
さ
つ
、
残
留
孤
児
２
世
の
泉
田
俊

英
さ
ん
（
女
性
）
が
「
中
国
残
留
孤

児
の
人
生
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
泉
田
さ
ん
は
中
国
残
留
邦
人

等
の
体
験
と
苦
労
を
伝
え
る
戦
後
世

代
の
語
り
部
と
し
て
父
の
体
験
を
語

り
継
い
で
い
ま
す
。

泉
田
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
１
９
４

２
年
、
６
才
で
家
族
と
と
も
に
満
州

へ
、
９
才
で
ソ
連
侵
攻
に
あ
い
、
敗

戦
の
混
乱
で
中
国
人
の
家
庭
に
引
き

取
ら
れ
、
中
国
の
政
治
的
動
乱
の
時

代
を
生
き
抜
き
帰
国
さ
れ
た
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
86
才
で
す
が
日
本
語
は

不
自
由
で
す
。

41
名
の
参
加
者
は
中
国
帰
国
者
セ

ン
タ
ー
の
活
動
や
、
大
阪
弁
護
士
会

人
権
賞
の
動
画
を
見
て
、
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
大
阪
府
連
か
ら
10
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

中
国
残
留
孤
児
の
人
生
に
つ
い
て
講
演

ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る

日
本
の
戦
争
展

エ
ル
お
お
さ
か

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

５
月
５
日
２
時
か
ら
６
階
会
議
室

伊
波
洋
一
講
演
会

岸
田
軍
拡
・
安
保
３
文
書
で
日
本
全

国
が
戦
場
に
な
る
っ
て
ホ
ン
マ
な
ん
？

資
料
代
５
０
０
円

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

４
日

６
時
か
ら

川
口
真
由
美
コ
ン
サ
ー
ト

京
都
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、

辺
野
古
ゲ
ー
ト
前
の
座
り
込
み
な
ど
に

参
加
し
な
が
ら
、
歌
で
連
帯
を
続
け
て

い
ま
す
。
前
売
２
５
０
０
円



２
月
19
日
、
孫
崎

享
さ
ん
の
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
問
題
と
台
湾
・
平
和
的
解

決
の
模
索
」
と
題
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
報

道
で
は
分
か
ら
な
い
問
題
点
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
つ
い
て
、
国

際
社
会
は
先
ず
平
和
的
解
決
の
道
を

真
剣
に
考
え
る
こ
と
、
糾
弾
や
制
裁

を
言
っ
て
い
て
は
、
軍
備
拡
大
や
憲

法
改
正
に
な
る
。
和
平
は
本
来
充
分

可
能
で
戦
争
継
続
を
望
む
の
は
米
国

だ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
参
加
し
な
い
、
東

部
地
域
の
自
決
権
を
認
め
る
こ
と
を

ベ
ー
ス
に
和
平
交
渉
を
と
詳
し
く
説

明
。
２
月
の
英
国
紙
は
「
多
く
が
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
拡
大
は
戦
争
に
な
る
と
警
告

し
て
い
た
。
そ
れ
が
無
視
さ
れ
た
。

我
々
は
今
、
米
国
の
傲
慢
さ
の
対
価

を
払
っ
て
い
る
」
と
報
道
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

攻
撃
は
侵
略
行
為
で
あ
り
、
最
近
の

展
開
で
プ
ー
チ
ン
は
主
た
る
責
任
を

負
う
。
だ
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
ロ
シ
ア
に

対
す
る
傲
慢
で
聞
く
耳
持
た
ぬ
と
の

対
ロ
シ
ア
政
策
は
同
等
の
責
任
を
負

う
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

国
際
紛
争
に
望
む
基
本
的
立
場
に

つ
い
て
「
武
力
行
使
は
極
力
排
さ
ね

ば
ま
ら
ず
、
実
施
し
た
際
に
は
即
時

撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ほ
ぼ

全
て
の
国
際
問
題
は
、
対
立
双
方
が

歩
み
寄
る
こ
と
で
外
交
的
に
解
決
で

き
る
。
自
己
の
主
張
を
１
０
０
％
と

お
す
の
が
外
交
で
は
な
い
、
51
％
を

目
指
す
。
敵
で
は
な
く
妥
協
の
相
手

で
あ
る
。
」
と
強
調
。

台
湾
問
題
で
は
米
中
共
同
声
明
や

日
中
共
同
声
明
で
、
中
国
領
土
の
不

可
分
の
一
部
だ
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

「
台
湾
を
巡
る
米
中
軍
事
衝
突
は
米

国
が
敗
北
す
る
だ
ろ
う
」
と
米
国
各

研
究
所
が
指
摘
し
て
い
る
と
紹
介
。

敵
基
地
攻
撃
や
反
撃
能
力
は
、
仮

に
成
功
し
て
も
そ
れ
が
終
わ
り
で
な

く
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
戦
い
が
起
こ

る
。
相
手
の
軍
備
を
一
掃
で
き
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
そ
れ
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。

2023年３月15日 日中友好新聞 第２５８４号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

３
月
５
日
、
陳
式
講
習
会
が
北

ス
ポ
ー
ツ
で
20
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

陳
式
講
習
会
は
１
期
10
回
で
３
期

目
の
第
８
回
を
終
わ
り
ま
し
た
。
毎

回
20
名
前
後
の
参
加
で
基
本
動
作
の

練
習
を
み
っ
ち
り
行
い
、
後
半
は
３

班
に
分
か
れ
て
套
路
の
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

２
月
号
本
部
太
極
拳
ニ
ュ
ー
ス
で

は
、
昨
年
７
月
に
開
か
れ
た
全
国
指

導
者
講
習
会
に
つ
い
て
、
基
本
に
返
っ

て
簡
化
24
式
を
学
び
有
意
義
な
講
習

会
で
あ
っ
た
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
た
講
習
会
で

は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
中
心
に
行
っ

た
か
に
つ
い
て
、

★
青
木
正
美
指
導
員
は
開
合
、
肘

と
膝
の
相
随
、
「
ス
ル
」
か
ら
「
ナ

ル
」
、
攻
防
の
意
味
。

★
高
橋
清
枝
指
導
員
は
２
段
３
段

審
査
予
定
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
、

過
渡
式
を
中
心
に
解
説
し
、
即
実
践
。

★
恒
岡
正
勝
指
導
員
は
型
の
意
味

を
解
説
、
ま
た
身
体
（
筋
肉
・
骨
）

の
解
説
資
料
を
配
布
し
、
過
渡
式
の

中
に
攻
防
の
意
味
が
あ
る
。

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

自
爆
用
の
手
榴
弾
を

腹
に
巻
い
て
銃
を
構
え
れ
ば

殺
し
た
の
は
自
分
の

悲
し
さ
だ
っ
た

北
風
に
咲
く
花
は
真
白
く
て

皹(

ひ
び)

わ
れ
た
手
の

や
さ
し
さ
が
叩
く
か
ら

叩
き
か
え
し
て
生
き
た
い

人
間
に
還
れ
と
頷
く
こ
と
は

出
発
な
の
で
す

陽
の
あ
た
る
縁
に

足
を
の
ば
し
て

手
に
手
を
重
ね
て

語
り
あ
え
ば

確
か
な
手
応
え
が

か
え
っ
て
こ
な
い
か

佐
藤
栄
作
さ
ん
が
砂

川
二
四
と
い
う
名
で
詩

を
書
き
は
じ
め
た
青
春

時
代
は
、
昭
和
史
の
中

で
満
州
事
変
（
盧
溝
橋

事
件
）
か
ら
日
中
全
面

戦
争
に
突
き
進
ん
だ
時

期
と
重
な
り
ま
す
。

「
人
間
ら
し
く
生
き
た
い
」
と
い

う
願
い
は
許
さ
れ
ず
、
夢
を
一
つ
づ

つ
奪
わ
れ
た
被
害
者
で
あ
っ
た
青
年

は
、
逃
げ
る
よ
う
に
中
国
に
渡
っ
た

こ
と
で
加
害
者
に
な
り
、
遂
に
は
現

地
徴
兵
さ
れ
、
銃
を
持
っ
て
中
国
人

に
向
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

い
ま
、
日
本
国
の
政
府
指
導
者
の

ア
タ
マ
の
中
は
、
す
で
に
戦
争
状
態
。

「
戦
争
で
き
る
国
」
づ
く
り
へ
大
き

く
舵
を
切
り
ま
し
た
。
こ
の
物
価
高

騰
の
時
期
に
軍
備
拡
張
す
る
た
め
の

増
税
を
す
る
、
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

も
う
戦
争
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
戦
争
と
は
人
間
が
人
間
で
な
く

な
る
こ
と
」
で
す
。
今
の
日
本
は
平

和
だ
ろ
う
か
。
私
た

ち
の
生
活
は
平
和
だ

ろ
う
か
。
本
当
の
平

和
と
は
な
ん
だ
ろ
う

か
。
と
も
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

堺
支
部

㊤

２
月
19
日
、
大
阪
西
支
部
、
日

中
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
２
３
年
分
を

題
材
に
し
た
学
習
会
を
、
14
名
参

加
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
マ
ス
タ
ー
級
取
得
の
井

上
正
道
（
城
北
支
部
）

さ
ん
で
す
。

中
国
旅
行
が
豊
富
な

講
師
で
す
が
、
や
は
り

未
経
験
な
場
所
も
あ
り
、

参
加
者
か
ら
補
助
的
な

発
言
が
相
次
ぎ
双
方
向

の
楽
し
い
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
砂

漠
か
ら
お
土
産
と
し
て

持
っ
て
帰
っ
て
来
ら
れ
た
、
壷
の

破
片
や
石
、
長
城
の
か
け
ら
と
、

写
真
を
回
覧
・
披
露
さ
れ
現
地
の

に
お
い
が
す
る
感
じ
で
、
リ
ア
リ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
し
た
。

四
つ
の
直
轄
市
と
五
つ
の
民
族

自
治
区
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
し
く

説
明
さ
れ
、
歴
史
的
経
過
も
よ
く

理
解
で
き
、
熱
心
に
メ
モ

を
取
っ
て
聞
い
て
い
る
参

加
者
も
あ
り
、
質
問
に
も

答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
15
日
と
12
月
２
日

に
中
国
百
科
検
定
試
験
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
準
備
し
て
受
験
さ

れ
る
よ
う
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。
西
支
部
の
３
月
・
４

月
行
事
や
、
女
性
部
の
百

科
検
定
に
も
役
立
つ
「
中
国
文
化

を
も
っ
と
知
ろ
う
学
習
会
」
の
お

知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
藤
栄
作
さ
ん
の
詩
か
ら

戦
争
と
は
人
間
が
人
間
で
な
く
な
る
こ
と

孫
崎
講
演

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
と
台
湾

平
和
的
解
決
の
模
索
に
つ
い
て

大
阪
西
支
部

カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会

２
月
26
日
、
５
月
の
戦
争
展
プ

レ
企
画
と
し
て
映
画
会
が
あ
り
ま

し
た
。
「
望
郷
の
星
」
に
は
40
人
、

映
画
会
全
体
で
は
延
べ
１
０
０
人

が
鑑
賞
、
各
映
画
の
前
に
紹
介
を

兼
ね
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
毒

ガ
ス
は
堺
支
部
が
、
「
望
郷
の
星
」

は
平
松
さ
ん
が
紹
介
し
、
大
き
な

拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

映
画
の
モ
デ
ル
、
長
谷
川
テ
ル

さ
ん
は
、
中
国
本
土
で
短
波
ラ
ジ

オ
放
送
を
通
じ
て
日
本
兵
士
に
反

戦
・
平
和
を
訴
え
ま
し
た
。
国
交

正
常
化
後
、
テ
ル
の
遺
児
が
日
本

に
手
紙
を
出
し
、
縁
戚
者
を
探
し

て
欲
し
い
と
依
頼
し
、
姉
の
ユ
キ

さ
ん
を
見
つ
け
て
い
ま
し
た
。
平

和
条
約
締
結
１
週
間
後
に
ユ
キ
さ

ん
は
、
満
州
育
ち
の
作
家
澤
地
久

枝
さ
ん
と
北
京
空
港
で
、
遺
児
二

人
と
劇
的
な
対
面
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
記
念
し
て
、
日
中
合
作

「
望
郷
の
星
」
が
制
作
さ
れ
ま
し

た
。

戦
争
展
プ
レ
企
画

３
月
５
日
台
湾
を
あ
り
の
ま
ま

と
ら
え
る
学
習
会
に
15
名
が
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
１
国

２
制
度
や
改
革
と
開
放
の
40
年
、

台
湾
有
事
は
あ
る
の
か
、
台
湾
独

立
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
山
本
恒
人
府
連
副
会
長

（
大
阪
経
済
大
学
名
誉
教
授
）

４
月
行
事
は

映
画
「
戦
争
と
人
間

」

４
月
16
日
（
日
）
２
時
か
ら

府
連
文
化
教
室
。
参
加
費
無
料

現
在
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵

略
し
て
い
ま
す
、
こ
れ
は
１
９
３

０
年
代
、
日
本
が
中
国
東
北
部
侵

略
時
と
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
１
９
７
０
年
代
に
公
開
さ

れ
た
３
部
作
の
日
活
映
画
の
１
作

目
で
す
。

軍
国
主
義
が
台
頭
し
は
じ
め
、

軍
人
と
手
を
握
る
新
興
財
閥
の
人

間
模
様
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
と
戦

か
う
パ
ル
チ
ザ
ン
の
模
様
を
描
き
、

満
州
を
舞
台
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

る
複
雑
多
岐
な
人
間
群
像
ド
ラ
マ

で
３
時
間
を
超
え
る
長
編
映
画
で

す
。

西
支
部

台
湾
問
題
学
習
会

台
湾
は
中
国
の
内
政
問
題
？

太
極
拳

基
本
に
返
っ
て

簡
化
24
式
を
学
ぶ

陳
式
講
習
会
第
３
期

第
２
段
左
単
鞭
ま
で


